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【内容要旨】（1,200字以内） 

 
【背景・目的】血清尿酸値は性別や生活習慣、遺伝的素因、腎機能などにより

規定される。既存の研究では高尿酸血症は心血管疾患、慢性腎臓病の発症・進

展に関わることが推測されているが、その関連は研究方法や対象集団・背景(男

女・人種など)によって結果が異なり、まだ明確な結論はでていない。特に、日

本を含むアジア諸国での報告は少なく十分な検討が行われていない。本研究で

は日本人一般住民において血清尿酸値と生命予後の関連を前向きに検討するこ

とを目的とした。 

【方法】山形県高畠町の地域健診データベースを用い、一般住民 3487 人(男性 

1566人、女性 1921人)について 8年間(2004 年～2012年)追跡し、血清尿酸値

と総死亡・心血管疾患関連死との関連を解析した。 

【結果】観察期間中に 3487人中 179人(男性 132人、女性 47人)が死亡し、そ

の内 49 人(男性 37 人、女性 12 人)が心血管疾患死であった。心血管死の内訳

は、急性心筋梗塞 19人、心不全 3人、脳梗塞 9人、脳出血 4人、致死性不整

脈 6人、大動脈瘤 2人、くも膜下出血 2人、その他 4人であった。 

Kaplan-Meier 生存曲線で検討すると、女性では尿酸値が上昇すると全死亡率

が上昇していた。しかし、その関連は男性では認めなかった。心血管死に関し

ても、血清尿酸値上昇との関連は女性でのみ認められた。Cox 比例ハザード解

析では、高尿酸血症(7.0 mg/dL以上)の総死亡・心血管疾患死に対する補正ハザ

ード比は女性でのみ上昇を認め、男性では有意な上昇を認めなかった。総死亡

の補正ハザード比は、女性で 5.92(95％信頼区間 2.10-14.6)であり、男性で

1.02(0.60-1.66)であった。また、心血管疾患死の補正ハザード比は、女性で

10.7(1.76-50.2)であり、男性で 1.10(0.41-2.65)であった。 

【考察】本研究結果から、欧米での報告と同様に、日本人女性においても高尿

酸血症が、総死亡、心血管疾患死亡と関連することが示された。また、この結

果は、近年提唱されている血管内皮細胞を尿酸が直接障害するとの機序を支持

するものである。 

血清尿酸値による各疾患への影響に男女差があることがこれまでの報告で示

されており、本研究でも血清尿酸値の上昇は女性でのみ、総死亡と心血管疾患

死に関連していた。女性ホルモン(エストロゲン)が腎臓での尿酸排泄や動脈硬化

の進行抑制に作用するとされるが、現状では正確なメカニズムは明らかになっ

ていない。 

【結論】日本人一般住民、特に女性において、高尿酸血症は総死亡、心血管疾

患死の独立した危険因子であった。直接的な因果関係を証明するためには、血

中尿酸への介入研究が望まれる。 
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